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＜連絡事項＞
・12/1深夜から田沼清子様、松森栄作様、治験のスクーリング開始となるため、日誌に載せること忘れずに。
・馬渡Drが12月3日まで休みとなります。不在の期間の、指示受けは、出勤しているDrにもらって下さい。
・今月分のマスクをまだ持って行ってない人は、持ってくようにしてください。
・服部英喜様、三上勇様、GHさきおりの家受け入れ可能、退院日については主治医不在のため明日以降、主治医へ確認後決定となります。
＜上野SGMより＞
・リーダーは、明日から点滴スタートが2時になることを忘れないようにしてください。
受信オーダーで漏れがあると指摘あるので、処置したら受診オーダーするのを忘れずに
押してください。
・退院支援について、動いているスタッフと動いていないスタッフがいるようです。来月中に今後について施設、自宅、転院ケースなのか等検討し、ご家族に確認していって下さい。報告は個別にメールか口答でお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・山田　石見様～9:30みちのく記念病院へ転院のため、退院となる。
・是川　志郎様～10:00特別養護老人ホーム｢寿楽荘｣ショートステイ利用の為退院となる。
・舛森市太郎様～臨時薬同内容にて7日分継続処方。

・高橋千代子様～臨時薬同内容にて14日分継続処方。他に、胸部圧痛の訴えあり、湿布が処方される。

・今　ミヱ　様～臨時薬同内容にて7日分継続処方。

・橋本喜久子様～便秘時頓服薬7回分処方。

・野村　万惠様～点眼薬２本継続処方。

・山田みつゑ様～食事の飲み込み悪く、試しにミキサー食にし摂取状態を観察していたが、クリミールや汁もので飲み込んでいるところもあるが食べれているので、ミキサー食に変更し様子観察していく。

・ﾗｽﾑｾﾝ　ｴｲｺ様～空腹感の訴えや嗜好品の要求が多いこともあり食事アップを検討、明日の朝より、軽軽食から軽食へ変更となる。
・山田　みつゑ様～本日の採血結果から、腎機能が低下傾向である為、たんぱくが少
ない方がよいとの事で、クリミール→カロビタンゼリーへ変更と
なっている。
・馬場　英世様～亀頭部下腫脹あり。主治医へ診察して頂き、経過観察に指示です。 

＜要注目患者様＞
・山田みつゑ様～バイタルサインの異常や酸素飽和濃度の低下はなし。朝食前血糖値199㎎/ｄℓ、昼食前血糖363㎎/ｄℓ。朝食は口腔内に残渣物見られたが、昼食は殆ど見られていない。食事は介助にて朝2/3、昼1/2摂取する。
・ﾗｽﾑｾﾝ　ｴｲｺ様～昨日、他患者の栄養補助食品（クリミール）摂取している、嗜好品の要求が頻回だったが、本日は過度な要求はない。
・一戸　節夫様～11/28(土)の夕食後、馬場貞蔵様とレストランに行ったことについて「お前は行くんじゃない。」と詰め寄られ、一戸様も言い返し口論となる。スタッフ介入し別のユニットで過ごしてもらうが思い出しては声高にスタッフへ話し、話しているうちに、殴られたと事実に無い事もまくしたて始める。スタッフの説明は聞き入れず自分は興奮しておらず、頓服内服も拒否された。翌日以降はトラブルなく過ごしている。
・馬場　貞蔵様～11/28(土)の夕食後、いきなり一戸様に詰め寄り、「お前はあそこに（レストラン）に行くんじゃないのに何して行った。」と言いがかりをつける。スタッフ介入するも、すぐには落ち着かず、引き離しても何度か詰め寄る。翌日は他者への暴言、追視、見られていたが、本日はトラブル等はない。
・手塚　辰昭様～臥床しており昼食の声掛けになかなか覚醒しない。時間を置いて促しにて食事を摂っている。
・今　　ミエ様～特に訴えなく、問題行動もなし。
・角谷　守通様～昨日38℃台の発熱あり、夜勤帯から解熱している。本日は発熱ないが血圧低値で経過する。閉眼し、食事中も傾眠がちで介助要している。食事は朝1/2、昼1/3。咀嚼嚥下に時間要す。
・苫米地正義様～昨日、Cホールのコンセント差込口の外枠を破損させている。本日は怪しい行動は見られない。
・阿部　和美様～廊下を走る行為あり介入する。易怒性見られず。
・鈴木　徳美様～普通便の中に少量の下血見られる。
・高橋千代子様～突進歩行ある為介入している。
・三上　ミヨ様～昨日被毒妄想活発にあったが、本日は被毒妄想や粗暴性なし。右前腕の２ｃｍのスキンテアあり、左前腕3㎝程の裂傷発見する。すでに出血は止まっている。
・奥瀬　一彦様～盗食行為あり、介入するも繰り返し行っている。
＜転入患者様情報＞
・中村　春雄様　　　担当：西山Mns
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喫煙 以前はあり

間食制限

CSセット B -②

　　　　　　　　買い物カード なし　私物発注も禁止

 まとまってはとれているも 不眠時薬を使用する事も多い。

 

 

なし

便秘時あり

一部介助

患者様氏名 中村 春雄  　様  担当主治医　：　金　泰徳

なし

入院年月日 令和2年10月28日　（1回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名

 主病名　：

中等度アルツハイマー型認知症

 身体合併症　：　再発大腸癌、高血圧症

最終排便（令和2年11月24日）

精神症状 徘徊、不眠

問題行動 なし

処遇制限 なし

 自立（常食・常菜）

見守り（リハビリパンツ使用。失禁。放尿する事あり）

最終入浴日（令和2年11月28日）

生活自己管理状況

備考

退院計画

（家族受け入れ状況）

家族は施設入所希望。介護保険は新規申請する予定。

→11/24に介護保険申請に係る訪問調査している。

　　介護保険は現在、主治医の診断書作成を依頼中。12月頃に判定が出る予定。

キーパーソン：長女

現在の処置 なし

ADL

備考

★H27年10月に八戸赤十字病院で直腸癌の手術

　 H29年10月には腫瘍マーカーの増大を認めたが本人は拒否的であり以降は未精査・未治療

　 入院前にかかりつけの医にて採決した結果直腸癌再発があり。2年程前、本人の意思がまだ

　 はっきりしている時から本人が治療は希望しておらず、家族も身体的治療は望まず認知症の

　 治療を優先したいとの事。



★インフルエンザ予防接種済み。

★老年年金12万程度/月

★11/17～夕にリスペリドンOD(1)1T追加となっている。


・岡村　トミ様　　　担当:上野Ns
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喫煙なし

間食制限

 義妹からの差し入れあり

最終入浴日（令和2年11月28日）

生活自己管理状況

備考

売店利用無し

退院計画

（家族受け入れ状況）

義妹による協力あり。

美保野病院でのリハビリを目的とした入院を希望していたが空床無しにて転院できず。

独居は困難との事で、施設を検討中。

しかし、本人の年金で計画の為月10万の予算で計画して欲しいと希望あり。グループホームではなく老健

施設に申し込みを勧めていく予定。

現在の処置

下肢の浮腫みに対して、船場Dr.指示にて11/16～3日間フロセミド点滴施行。

現在は右不全麻痺側の浮腫あり、経過観察している。

ADL

備考

・義妹(弟の妻）が良心的に介入して下さっている後見人。(大橋　裕子様）

・実妹は入院同意者となっているが、精神的に不安定で、先日不安神経症にて当院の西病棟に入院して

いる。（大橋　京子様）

・実弟は行方不明。



不安神経症・抑うつで岸原病院への通院治療を継続していた。R2.7.14、不安感・眩暈・食思不振を主訴に

岸原病院へ入院。入院中の8月4日には脳梗塞を発症したが、治療により後遺症は残らず経過。物忘れの

症状も認められ、服薬したことを覚えておらず、記憶の保持も困難となり、環境調整、不安感の軽減等の専

門治療を希望し当院へ転入院の相談、医療保護入院となる。



入院後も入院前の症状と同様に1つの症状にこだわり固執する症状から、腰痛を訴え9/17室岡整形受

診。亜急性腰痛症で継続治療の必要なし。再受診は不要と言われる。

その後サインバルタ内服、スミルスチックで対応し、経過観察していたが、食欲不振、拒食し、点滴を開

始、24日間にわたって施行していた。徐々に症状軽快し、食事も1/2～2/3と摂取量が増加する。



介護保険申請：要介護2

退院先は施設入所も視野に入れながら進めていきたいと希望：11/29義妹南山苑見学、入所は未定。

大川SWと義妹とで進行中。



※CSセットB　家族洗濯

※売店利用無し

※義歯：上下部分



最終排便（令和2年11月28日）

精神症状

認知症中核症状（記銘力障害、見当識障害、理解・判断力低下など）

認知症周辺症状（不安、不眠、身体的不定愁訴など）



問題行動

執着した思考による不安や身体的な苦痛、依存性

身体的不定愁訴によるADLの低下

処遇制限 なし

 常菜ハーフ食、昼夕各1本メイバランスミニ付き

 上下

入院年月日 令和2年9月4日　（1回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名  主病名　：　不安神経症  身体合併症　：　アルツハイマー型認知症、うつ病、不眠症、本態性高血圧症、狭心症、狭心症、心房細動、脳梗塞後遺症、逆流性食道炎、便秘症、関節周囲炎、膿皮症

患者様氏名 岡村 トミ  　様  担当主治医　：　馬渡　晃弘

B  

 

 なし

 便秘時ピコスルファート内服

 車椅子での移動介助。洗身はほぼ自力で可

 


